










































































No. 分類 意見等の概要

1 「つなぐイメージ」の１つ目に「人と人をつなぐ」を入れてはどうか。

2
まちづくりの方向性として「つなぐ」を使っているが、「結ぶ」のほうがいいのではな
いか。

3
「魅力を伸ばすまちづくり」は、様々な用途がモザイク状につながるなどの特徴があ
る尼崎の複雑性を表現するにはシンプルすぎないか。

4
カフェや居酒屋、あるいはイベント等で魅力的な空間を作ったとしても、アクセスで
きないと意味がない。人の動きとにぎわいをつなげる計画が必要である。

5 ” ”「稼ぐ」には働くという意味が含まれるため、「働き稼げるまち」の表現は適切で
はないのではないか。

6 “ ”「災害に不安を覚えないまち」は「魅力を伸ばすまちづくり」に直結しないのでは
ないか。

7

浸水想定区域を居住誘導区域から外すのは現実的ではなく、うまくつきあっていく
必要がある。例えば、某都市では、災害リスクを抱える居住誘導区域については、要
安全配慮地域などと指定することで、リスクを認識してもらう取組をしている。この
ように安全のための情報提供が必要であり、それが「不安を覚えない」ということに
つながるものと考える。

8 都市構造
都市構造の図を見ると南部の臨海地域まで交通網がつながっていないように見え
る。南部地域で働く人に交通網を「つなぐ」という意思として図に反映すべきではな
いか。

9
市域の3分の１が海抜0メートル地域であるということを資料３のSWOT分析のW
【弱み】の部分に記載すべきではないか。

10
「重点的な取組・施策」の中で、「南北交通軸の強化」とあるが、SWOT分析を見ると
交通網に関してはS【強み】にしか記載されていないため、南北の交通網改善の施策
につながらないのではないか。

11 その他
ある意味混沌としている尼崎の下町らしさは魅力である。それがマイナスイメージ
の発信とならないように工夫すべきである。
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